
授業改善のポイント 第４学年 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取材メモの書き方はどうなっているかな 

アのメモは，「お客さんにた

くさん来てもらえるようにし

ている工夫」に合わないね。 

話題に沿って必要な事柄を集め，選択する力を付ける 

 書く目的や伝える相手を明確にして，取材できるようにしましょう。取材中にメモ

を書くときは，必要な情報を短い言葉や箇条書きで書くことを指導しておきます。 

 書いたメモは内容別に分類し，同じ内容ごとに小見出しを付けてまとめるようにし

ます。まとめることで，課題設定の際に決めたテーマに合ったメモを選択できるよう

になります。 

 

インタビューしたことをそのま

ま書くのでは，ないのだな。 

【メモを書くときのポイント】 

① 短い言葉で，箇条書きにする。 

② 一つの事柄について一枚のカ

ードに書く。 

テーマを意識させて，必要なメモを選択できるようにしましょう。 

他教科等と関連させて，メモを書く活動を体験させ，短く書くこと

のよさを実感できるようにすることも大切です。 

 

紹介文を書くときに必要なメモは，どれだろう 

【メモを整理し，選択するときのポイント】 

① 同じ内容ごとに小見出しを付ける。 

② 課題設定で決めたテーマに合ったものを選ぶ。 



「始め」の書き方 

 何を伝えたいのかが分かる

ように，話題の提示をします。 

「中」の書き方 

 具体例や根拠となる事柄をいくつか

取り上げるようにします。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組み立て表で文章の構成を確認しよう 

段落の役割を理解し，文章を構成する力を付ける 

 組み立て表を使うと，文章全体がどんなまとまりで構成されているかが分かりやすく

なります。「始め－中－終わり」の三つのまとまりを意識させ，文章全体における段落

の役割を理解して，文章を構成できるようにすることが大事です。モデル文と組み立て

表を比較し，文章の構成と段落の役割を確認させます。自分で紹介文を書くときの見本

にできるようにしましょう。 

「終わり」の書き方 

 「始め」の繰り返しで終

わらないよう，「始め」と

「中」の話題にふれて，全

体をまとめるようにしま

す。取材メモの小見出しを

活用するようにするとよい

です。 

「始め－中－終わり」の

三つに分かれているね。 

さらに，「中」が二つに分

かれるのだね。 

林さんの組み立て表と紹介文を参考に

すれば，紹介文が書けそうだね。 



 メモを基に，言葉を加えた

り削ったりすればいいね。 

４学年は，15分で 300字程度を書け

るとよいですね。 
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資料を活用して記述する力を付ける 

 メモを文章化する際には，文章表現のきまりを指導し，相手や目的に応じ，工夫し

てまとめるようにします。これまでの説明文の学習を想起させて，接続語などの言葉

を加えていくとよいでしょう。 

メモの内容を文章化しよう 
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 話題が変わった時に改行し，一字

下げで書き始める。 

 接続語などの言葉を加えて，相手

に伝わりやすいようにする。 

「一つ目は・・・」 

「はじめに・・・」 

「例えば・・・」 

「まず・・・」 

 文末を目的に合わせてそろえる。 

段落の最初にその段落で伝えたい内

容を一文で書く。小見出しを活用する。 

【メモの文章化のポイント】 

① 話題が変わったら改行し，一字下げる。 

② 小見出しを基にして，段落の最初にその段落で伝えたい内容を一文で書く。 

③ 文末をそろえたり，言葉を付け加えたり削ったりして，伝わりやすい文章にする。 

 「始め－中－終わり」の三つのまとまりを意識し書く経験を，年間の中で

数回させるようにしましょう。 

 書くことに苦手意識のある子どもには，文字数ではなく文の数を示した

り，まとまりごとに線の入った用紙を用意したりするなど，工夫しましょう。 



どこを見直せばいいのかな。 

低学年のころから文章を読み直

す機会を作ることが必要です。繰

り返し指導していきましょう。 

 見直す前と後の文章

を比較して，見直すこと

のよさが実感できるよ

うにしていきましょう。 
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紹介文として整った文章にしよう 

目的に応じて，文章を見直す力を付ける 

 

 文章を見直す時には，見直すポイントを伝えて，まずは自分で読み直しをさせるよ

うにします。読み手の立場になって，表現を検討できるようにすることも必要です。 

読み手の立場になって考えながら読み直そう 
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【見直すポイント】 

① 一つの段落にひとまとまりのことが書かれているか。 

② 主語と述語，修飾と被修飾の関係は明確か。 

③ 文末表現（常体・敬体）がそろえられているか。 

④ 漢字や助詞など，表記上の誤りはないか。 

主語と述語の関係が

ねじれている。 

敬体と常体が混在

している。 

話題が変わっているのに，

段落が分けられていない。 

「相手や目的に応じているか」，「自分の考えを明確に

記述しているか」などの観点から，表現を検討できるよ

うにしましょう。読み手の立場になって，考えながら読

み直しをさせることが大切です。 
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